
を開催しました

東京都では、ワークライフバランスの「いま」がわかるイベント「ワークライフバランスフェスタ東京２０１２」を、2月3日（金）に東京ビッグサ
イトで開催しました。当日は、人事労務担当者や中小企業の経営者などの方々を中心に約４，３００人の方にご来場いただき、盛況のうちに幕を
閉じました。

東京ワークライフバランス認定企業認定状授与式
「東京ワークライフバランス認定企業」
への認定状授与式では、応募２３社（延べ応
募取組数２５件）の中から、認定された１２社
に前田産業労働局長から認定状が授与さ
れました。平成２０年度の開始以来、認定企
業は合計４４社となりました。
認定企業の優れた取組としては、業務
マニュアルの作成による業務の平準化、
ボランティア休職制度の実施・推進、妊娠
・出産を理由とした退職者の再雇用制度の設定、多様な働き方で
も適正に評価できる人事評価体制の整備などがありました。
パネルディスカッション
「ワークライフバランスの実現には、個人と企業に何が必要な
のか�」と題し、進行役にフリーアナウンサーの小島奈津子氏、パ
ネリストに�ワーク・ライフバランス代表取締役社長の小室淑恵
氏、中央大学教授の山田昌弘氏、�ダンクソフト（昨年度認定企
業）代表取締役の星野晃一郎氏、�NTTデータの堀川佐渡氏を
迎え、パネルディスカッションを行いました。

まず、ワークライフバランスを推進す
るための方法、メリット、効果について議
論が行われました。小室氏は、タイムマ
ネジメントが不可欠であるとし、残業禁
止や在宅勤務の制度化のほか、個々の
社員が取り組める方法を紹介しました。
毎朝その日の予定を１５分単位で決め、

就業後に振り返るというもので、これにより、自分の足りないスキ
ルに気付くことができ、また、時間あたりの生産性をあげていくこ
とができる、と説明しました。星野氏の会社では、現在IT化の推進
に取り組んでおり、労働時間の短縮や、遠隔地でも同時に仕事を
進められる、などのメリットを紹介しました。
ワークライフバランスの実現のために必要なこととして、小室
氏は、時間あたりの生産性で社員を評価すること、トップの意識改
革、自社に合ったワークライフバランス制度の導入が重要である
と話しました。堀川氏は、企業としては、トップを含む社員全員が
必要性について意識を持つこと、個人としては、他人の立場に立っ
て考えることだと話しました。

最後に山田氏は、今後日本は、働きやすく、かつ成果をあげる企
業を増やしていかないと、良い人材が活躍の場を求めて海外に出
て行ってしまうのではないか、と懸念し、ワークライフバランスを
進める必要性について説きました。
会場には、開始前から立ち見が出るほどの人が集まり、大盛況
のうちに終了しました。
基調講演
株式会社資生堂代表取締役副社長
の岩田喜美枝氏が「ワークライフバラ
ンスで会社を元気に！人生を豊か
に！」と題し基調講演を行いました。
岩田氏は、ワークライフバランスの
必要性を説明した上で、その実現方
法について、自社の取組を交えなが
ら説明しました。例えば、仕事と育児の両立支援としては、育児に
より短時間勤務をせざるを得ない社員に対し、カンガルースタッ
フという代替要員を雇う制度の導入や、男性の育児休業取得を促
進するため、2週間以内の育児休業を有給とするなどの方法を紹
介しました。また、働き方の見直しとして、部門・事業所単位でワー
クライフバランスを推進するための行動計画を作成させたり、
リーダーの評価項目に「働き方の見直し・労働生産性の向上」を追
加し、管理職層からの改革を行うなどの方法を紹介しました。
最後に、社員を正しく評価するためには、時間あたりの生産性で
判断しなくてはならないとし、これからの課題として取り組んでい
きたい、と締めくくりました。
セミナースペース、認定企業ブース、出展企業・団体ブース
会場内のセミナースペース、
認定企業ブース、出展企業・団体
ブースでは、参加型のワーク
ショップや取組内容の紹介等が
行われました。また、会場内には
交流スペースも設けられ、認定
企業や出展企業・団体との情報
交換の場として賑わいました。

今月の主な内容
●「ワークライフバランスフェスタ東京２０１２」を開催しました………………………………………………１
●第3期 東京都雇用・就業対策審議会を開催しました……………………………………………………２
●技能五輪大会結果報告 東京都代表選手２７名が入賞！…………………………………………………２
●〈取材レポート〉「職業訓練校生徒作品展’１２」を開催しました……………………………………………３
●平成２３年「中小企業の賃金事情」調査結果………………………………………………………………４
●大田区アクティブシニア就業支援センター「大田区 いきいき しごと ステーション」開設……………４
●〈東京労働局からのお知らせ〉東京新卒応援ハローワーク、東京外国人雇用サービスセンターが新宿に移転…５
●セミナー・職業訓練・講習等募集情報
（労働相談情報センター、職業能力開発センター、東京しごとセンター）……………………………５～６

２０１２
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【問い合わせ先】
産業労働局雇用就業部労働環境課 ０３―５３２０―４６４９
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/ikiiki/

▲前田産業労働局長から
認定企業１２社に認定状
が授与されました。

▲
セミナースペース（企業ブースにて）



【東京都代表選手 参加職種（２１職種）】

旋盤、タイル張り、配管、電工、左官、家具、建具、
建築大工、貴金属装身具、フラワー装飾、美容、
洋裁、洋菓子製造、西洋料理、日本料理、
レストランサービス、造園、情報ネットワーク施工、
ITネットワークシステム管理、ウェブデザイン、とび

平成２４年2月1日（水）に、東京都庁内にて、第3期東京都雇用・就業対策審議会が開催されました。この審
議会は、雇用及び就業の促進、職業能力の開発並びに労使関係の安定を図ることを目的に設置された知事
の附属機関で、学識経験者のほか、事業者、労働者を代表する２４人で構成されています。平成１４年に設置さ
れ、現在で第3期目となります。第1回目となる今回は、「社会ニーズの変化に的確に対応する雇用就業施策
のあり方について」をテーマとして、佐藤広副知事から審議会会長の佐藤博樹氏（東京大学大学院情報学環
教授）に諮問文が手渡されました。
今後、9月頃に「中間のまとめ」を発表し、１２月頃に答申が出される予定です。
審議経過等詳細は、TOKYOはたらくネット（http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/）をご覧ください。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部調整課 �０３―５３２０―４７３３

平成２３年１２月１６日（金）から１２月１９日（月）にかけて、静岡県他3県にて２３歳以下の青年技能者が競う「第
４９回技能五輪全国大会」が開催されました。東京都からは、総勢２１職種５６名の選手が参加し、全国から選抜
された４０職種１０６６名の選手たちと技能レベルの日本一を競いました。
東京都選手団は、日頃職場などで培った技能をいかんなく発揮し、金賞4名、銀賞9名、銅賞１０名、敢闘賞
4名の計２７名入賞という素晴らしい結果となりました。また、東京都選手団は全国2位の成績をおさめ、優秀
技能選手団賞を受賞しました。
平成２４年1月２６日（木）には、東京都選手団の皆さんが前田東京都産業労働局長を表敬訪問し、今大会の
結果を報告しました。前田局長は、「どのくらい練習しましたか」など、入賞者一人ひとりに声を掛け、日頃の努
力の成果を賞賛しました。

技能五輪大会
結 果 報 告

第3期 東京都雇用・就業対策審議会を開催しました

東京都代表選手27名が入賞！
～選手団が東京都産業労働局長を表敬訪問しました

【入賞者一覧】

賞 職種 選手氏名 所属

金

賞

貴金属装身具 中山 夢友 学校法人 水野学園
専門学校ヒコ・みづのジュエリーカレッジ

洋菓子製造 岩橋 瞳 専修学校 日本菓子専門学校

ウェブデザイン 我妻 彩加 学校法人 電子学園 日本電子専門学校

とび 加藤 駿一 向井建設 株式会社

銀

賞

タイル張り 金子 理紗 東京都立城東職業能力開発センター
足立校 住宅内外装仕上科

左官 藤平 惇希 有限会社 藤平工業

家具 永合 崇暉
清水建設株式会社 東京木工場
（東京都立城東職業能力開発センター
足立校 木工技術科修了生）

家具 平石 恵実
清水建設株式会社 東京木工場
（東京都立城東職業能力開発センター
足立校 木工技術科修了生）

貴金属装身具 後藤 香 学校法人 水野学園
専門学校ヒコ・みづのジュエリーカレッジ

フラワー装飾 鈴木 奈実 日本フラワーデザイン専門学校

フラワー装飾 細井 祐里 日本フラワーデザイン専門学校

ウェブデザイン 大澤 春那 学校法人 電子学園 日本電子専門学校

とび 野中 俊宏 向井建設株式会社

銅

賞

建具 斎藤 将輝 有限会社 阿佐ヶ谷製作所

フラワー装飾 坂本 秀将 日本フラワーデザイン専門学校

フラワー装飾 星 彩由美 日本フラワーデザイン専門学校

西洋料理 椿 愛里 東京誠心調理師専門学校

造園 �倉 智幸 株式会社 和泉園

レストランサービス 木村 光宏 株式会社 東京會舘

ITネットワーク
システム管理 山中 涼輔 株式会社 エヌ・ティ・ティ エムイー

情報ネットワーク施工 福島 和幸 株式会社 関電工 情報通信システム本部

ウェブデザイン 町田 広義 学校法人 電子学園 日本電子専門学校

ウェブデザイン 深津 千恵 学校法人 電子学園 日本電子専門学校

敢
闘
賞

配管 高田 翔平 西原工事株式会社

洋裁 小林 璃奈 Rey洋裁

造園 小野田 佑輔 株式会社 大場造園

日本料理 河口 甚馬 水月ホテル鴎外荘

【競技の様子】

▲佐藤広副知事から諮問を
受ける佐藤博樹審議会会長

����金金賞賞
44名名

銀銀賞賞
99名名

銅銅賞賞
１１００名名

敢敢闘闘賞賞
44名名

▲前田局長から賞賛を受け
る入賞者の皆さん

▲金賞 中山 夢友さん
（貴金属装身具）

▲金賞 岩橋 瞳さん
（洋菓子製造）

▲金賞 我妻 彩加さん
（ウェブデザイン）

▲金賞 加藤 駿一さん
（とび）

�都立城東職業能力開発セン
ター足立校住宅内外装仕上科
の生徒も入賞しました（写真は
銀賞入賞の金子理紗さん）
（タイル張り）
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1月１１日（水）・１２日（木）の2日間、新宿駅西口イベントコーナーにて、「職業訓練校生徒作品展’１２」が開催されました。このイベントは、都立
職業能力開発センターや都内の認定職業訓練校で学ぶ生徒が製作した作品の展示や、ものづくり体験等を通じて、都民の皆様に、職業訓練
やそこで習得できる技能について紹介し、理解を深めていただくために実施しています。あわせて、優秀作品は表彰しており、日頃の訓練の
成果が存分に発揮された素晴らしい作品が並びました。
工作教室では、都立職業能力開発センターの指導員が手ほどきをしながら、キーホルダー、塗箸、袋物の型染め、アクリル製ペン立ての製
作を体験していただきました。また、認定職業訓練校では、ハンドマッサージ、和本づくり、銅製ホイッスル、ミニゴザ、名刺入れ、ゆかた着付の
体験ができ、多くの来場者の方に楽しんでいただきました。
展示作品の販売も行われ、都立職業能力開発センターの生徒が製作した木工製品はとても人気があり、抽選会により購入者を決定してい

ました。
2日目の１２日（木）には、女性アイドルグループ「アイドリング！！！」の皆さんが終日参加され、会場は大いに盛り上がりました。

【問い合わせ先】東京都職業能力開発協会 �０３―５２１１―２３５２～4

※その他要件があります。また、融資に当たっては審査があります。
※TOKYOはたらくネット
（http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/fukuri/yushi/）
もご覧ください。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部労働環境課
�０３―５３２０―４６５３

病気やケガにより仕事ができなくなった場合に、共済金をお支
払いします。

申し込み方法等詳細は
http://www.tokyo-kosha.or.jp/support/fukuri/kyosai/anshin/
をご覧ください。

【問い合わせ先】（公財）東京都中小企業振興公社
０１２０―８１６０９３

「さわやか」「すくすく・ささえ」
～東京都中小企業従業員生活資金融資制度のご案内～

個人融資「さわやか」
子育て・介護休業者支援融資
「すくすく・ささえ」

用 途
生活費、レジャーに、様々な用
途に

妊娠・子育て期間中の費用
介護休業期間中の生活資金に

限 度 額 ７０万円（特例１００万円） １００万円

年 利 １．８％（平成２３年4月1日現在）１．５％（平成２３年4月1日現在）

返 済 期 間
3年以内（７０万円超は5年以
内）元利均等月賦返済

5年以内（一部措置期間の設
定あり）元利均等月賦返済

お申込み先
中央労働金庫

０１２０―８６―６９５６

中央労働金庫
０１２０―８６―６９５６

（社）東京都信用組合協会
０３―３５６７―６２１１

～技を見る・つくる・買う～

「職業訓練校生徒作品展’１２」を開催しました

家内労働者・個人事業主の皆様のための傷病共済

「あんしん共済」に加入しませんか？

あんしん共済
の 特 徴

あらゆる病気やケガが対象で、休業時の生活保障を
目的としています。
入院はもちろん、通院や自宅療養の場合でも共済金

をお支払いします。

加入対象者

�都内在住・在勤の専業的家内労働者
�都内在住・在勤の従業員４人以下の製造業または製造
小売業を営む個人事業主

	上記��の家族従業者

加入対象年齢 満１５歳から６９歳の方が新規でご加入いただけます。

アイドリング！！！も応援に来てくれました
取材レポ

ート

▲

▲いよいよ開催！（１１日のテープカット） ▲「アイドリング！！！」のみなさん（１２日オープニング）「アイドリング！！！」のみなさんも、ものづくりを体験（写真
は銅製ホイッスル製作。東京都板金高等職業訓練校）

�産業労働局長賞受賞作品（立式ランプシェイド）（東京障害者職業能力開発校スキルワーク科）
▼特急電車モデル（都立城東職業能力
開発センター溶接科）

▲くつの展示・即売（都立城東職業能力開発
センター台東分校製くつ科）

▲産業労働局長賞受賞作品（上製本ハー
ドカバー）（東京製本高等技術専門校）

東東京京
都都がが
用用意意
すするる

低低利利
のの個個
人人ロロ
ーーンン
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●調査結果の概要●

賃金の推移

7月の月間所定外実労働時間
（産業別、企業規模別、労働組合の有無別）

年次有給休暇の利用状況の推移

東京都では、中小企業の皆様に、賃金をはじめとした労働条件改善の資料としてご利用いただくため、毎年、都内中小企業（従業員３００人未
満）における賃金等の実態を調査しています。このたび、その調査結果がまとまりましたので、お知らせします。今回の調査では、隔年調査項目
の「労働時間」及び「休日・休暇」も調査対象としています。

○所定時間内賃金はほぼ横ばい、所定時間外賃金は１．０％減少
（平成２３年7月）
所定時間内賃金（月額）は３４５，６７９円（４１．５歳）で、前年調査より

３７円（△０．０１％）減少し、ほぼ前年度と同様の水準となりました。所
定時間外賃金（月額）は２５，４５５円（４１．５歳）で、前年調査より２６５円
（△１．０％）減少しました。

○賞与は５．２％増加（平成２２年7月～平成２３年6月）
賞与の平均支給額（年額）は８８１，２９９円で、前年調査（８３７，５５０
円）より４３，７４９円（５．２％）増加しました。

○所定外実労働時間は男性は減少、女性は増加（平成２３年７月・隔
年調査）
所定外実労働時間は、男性が１４時間５３分、女性が8時間５８分で

した。前回調査（平成２１年）に比べて、男性は１６分減少、女性は9分
増加しました。また、産業別にみると、最も多いのは男性では「運
輸業，郵便業」、女性では「生活関連サービス業，娯楽業」となりま
した。最も少ないのは男性では「教育，学習支援業」、女性では
「サービス業」でした。

○年次有給休暇の利用日数・利用率は増加（平成２２年8月～平成
２３年7月・隔年調査）
年次有給休暇の利用日数は８．４日、利用率については５１．０％と
なり前回調査（平成２１年）に比べて利用日数は１．２日、利用率は
４．９ポイント増加しました。

調査結果詳細は、産業労働局のホームページをご覧ください。
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/

平成２４年2月1日（水）に大田区アクティブシニア就業支援センター「大田区 いきいき
しごと ステーション」がオープンしました。アクティブシニア就業支援センターとは、おおむ
ね５５歳以上の「働きたい」高齢者の方と、高齢者を「雇いたい」事業主の方に対して、支援を
行っている地域密着の高年齢者無料職業紹介所です。アクティブシニア就業支援センター
が独自で集めた地域の高齢者向けの求人情報が自由に閲覧でき、NPOやボランティアな
ど多様な働き方についての情報も提供しています。ぜひ、ご利用ください。

大田区アクティブシニア就業支援センター
「大田区 いきいき しごと ステーション」（運営：大田区社会福祉協議会）
◆開設時間：午前9時から午後5時まで（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始を除く）
◆所 在 地：〒１４４―００５１大田区西蒲田七丁目４９番2号 大田区社会福祉センター7階

電話：０３―５７１３―３６００ FAX：０３―５７１３―３６０２
☆JR・東急蒲田駅より徒歩3分

平成２３年「中小企業の賃金事情」調査結果

【問い合わせ先】
東京都労働相談情報センター事業普及課 �０３―５２１１―２２４８

高齢者の「働きたい」「雇いたい」を応援します！

大田区アクティブシニア就業支援センター「大田区 いきいき しごと ステーション」開設

▲2月3日（金）には開所式が行われました
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在職者
向け

都立職業能力開発センターキャリアアップ講習

◆講習 屋上・壁面緑化システム、消防設備士甲種第１類受験対策、HTML5とCSS3によるホームページ作成、ビジネスにおける情報
リテラシー、創業者のための経営戦略基礎講習等 全５２コース

◆対象 現在働いている方で都内在住または在勤の方
◆費用 授業料１，６００円～６，５００円、ほかに教科書を各自購入。
◆申込 往復はがきは3月8日（木）（消印有効）までに、FAXは3月１０日（土）までに必要事項を書き直接実施校へ。

インターネットは3月１０日（土）までに下記HPから申込。
講習内容・日程・実施校等の詳細は、http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/school/carr_up/
または職業能力開発センター・校まで。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課 �０３―５３２０―４７１９

東京新卒応援ハローワーク、東京外国人雇用サービスセンターが新宿に移転しました！
東京労働局では、新規大卒者等の就職支援を専門的に行う「東京新卒応援ハローワーク」と外国人留学生等の就職支援を専門的に行う「東
京外国人雇用サービスセンター」を設置し、専門的な支援メニューを駆使して就職支援業務を行っています。
本年2月２０日、「東京新卒応援ハローワーク」と「東京外国人雇用サービスセンター」は、その拠点をこれまでの港区から新宿区へ移転し、大
学生及び外国人留学生などの就職支援を引き続き積極的に実施します。

＜東京新卒応援ハローワーク 業務概要＞
■対象者
・大学院・大学・短大・高専及び専修学校等に在学中の方
・上記学校を卒業した方で新卒扱いでの就職を希望する方
■主な就職サポートメニュー
・ジョブサポーターによる個別職業相談
・大学等への訪問による個別相談、ガイダンス等の実施
・各種セミナーの開催（職業興味検査、面接力アップセミ
ナーなど）
・会社説明会、就職面接会の開催
■今後の主なイベント
・3月6日（火）～8日（木） 就職面接会
（場所：東京新卒応援ハローワーク「出会いのフロア」）
今後も様々なイベントを開催する予定です。

【所在地】
東京都新宿区西新宿2―7―1 小田急第一生命ビル２１階
【問い合わせ先】
東京新卒応援ハローワーク ０３―５３３９―８６０９（代）
東京外国人雇用サービスセンター ０３―５３３９―８６２５（代）

・JR新宿駅
西口下車
徒歩約１０分

・都営
大江戸線
都庁前駅
下車
徒歩約2分

・東京メトロ
丸の内線
西新宿駅
下車
徒歩約5分

＜東京外国人雇用サービスセンター 業務概要＞
■対象者
・卒業後日本で就職を希望している外国人留学生の方
・「人文知識・国際業務」、「技術」、「技能」等の専門的・技術的分野の
在留資格を所持している外国人の方
■主な就職サポートメニュー
・日本で就職を希望する外国人留学生に対する職業紹介、職業相
談
・専門的・技術的分野の在留資格の方に対する職業相談、職業紹介
・専門のアドバイザーによる在留資格変更手続き等に関する相談
・英語・中国語通訳員の配置による外国語での相談
・各種セミナー（書類対策、面接対策、留学生対象就職ガイダンス）
の開催
・留学生対象就職面接会の開催

労働相談情報センターのセミナー ☆セミナーの募集は、全て申込み先着順です。定員に達した場合は、申込み受付を終了いたしますので、あらかじめご了承ください。
☆TOKYOはたらくネット（http：／／www.hataraku.metro.tokyo.jp／）からも申込みができます。

日時 セミナー名 講 師 場 所 定員 申込み先・問い合わせ先

3月8日（木）、
１２日（月）

１８時３０分～
２０時３０分

派遣で働くときに知っておきたい基礎
知識

弁護士 佐々木 亮 氏 東京都八王子労政会館 ６０名
労働相談情報セ
ンター（飯田橋）

０３―５２１１―２２０９

東京労働局からのお知らせ

東京都の最低賃金
必ずチェック 最低賃金！ 使用者も 労働者も

最低賃金の名称 時間額（円） 効力発生日

地
域
別

東京都最低賃金 ８３７ ２３．１０．１

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

鉄鋼業 ８５２ ２４．２．１８

自動車・同附属品製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関製造業、航空機・
同附属品製造業

８３８ ２４．２．１８

出版業 ８３８ ２４．２．１８

詳しくは、東京労働局労働基準部賃金課（０３―３５１２―１６１４直通）又は最寄りの労働基準監督署まで

東京労働局ホームページ http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

職業能力開発センターのキャリアアップ講習3月受付分
おもに平日夜間や休日に実施する仕事に役立つ短期講習
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〔求職者向け〕東京しごとセンターのセミナー・講習
＊セミナー参加にあたり、東京しごとセンター・東京しごとセンター多摩に未登録の方は、事前に東京しごとセンターの利用登録をしていただきます。
☆会場は東京しごとセンター：千代田区飯田橋３―１０―３（一部を除く）
★東京しごとセンターHPから一部のセミナーの申込みが可能です。http://www.tokyoshigoto.jp/

〔求職者向け〕東京しごとセンター多摩のセミナー
☆会場は東京しごとセンター多摩：国分寺市南町３―２２―１０ 東京都労働相談情報センター国分寺事務所内（一部を除く）
★問い合わせ・申込み先：東京しごとセンター多摩 
０４２―３２９―４５２４ http://www.tokyoshigoto.jp/tama/

東京都産業労働局雇用就業部調整課発行
〒１６３―８００１新宿区西新宿２―８―１ 電話０３（５３２０）４６４６
２０１２年（平成２４年）2月２４日発行 第１２７４号 昭和２２年８月２５日創刊
印刷規格表１類 印刷番号（２２）６４ 印刷 株式会社成光社

TOKYOはたらくネット
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/

携帯版はこちら⇒

対象者 セミナー名 内 容 日 時 定員
２０１２年
3月卒
業予定
及び既
卒3年
以内

新卒向け
「合同企業説明会」

参加企業約２０社！最大4社まで企業の説明会に参加できます！
会場：立川グランドホテル 3月2日（金）

１３時～１６時３０分
（※受付締切
１５時３０分）
入退場自由

２００
名

３４歳
以下

「実践！担当者に選ばれ
る応募書類＆面接対策講
座」

採用担当者の目線で考えたコツを2日間で学びます。実践型セミナーで就活力を高め
よう！
1日目 応募書類作成
2日目 面接対策
※1日のみの参加も可能。

3月２８日（水）
・２９日（木）

１３時３０分～
１６時３０分

各
３０名

３０～
５４歳

「実践！採用されるため
の応募書類・面接対策講
座」

採用担当者の目線に立った応募書類の書き方、キャリアを活かした面接の受け方等、即
実践に役立つ内容を中心とした就職活動のノウハウをわかりやすく解説します。
採用者の目に留まる書類や印象に残る面接はどのようなものかを知って対策を練りま
しょう！

3月１４日（水） １３時～１７時 ５０名

５５歳
以上

「面接対策セミナー」
「合同就職面接会」

「面接対策セミナー」
同日午後開催の面接会直前対策セミナーです。採用担当者の視点や面接に臨む上で
の必須ポイントを学び、面接で実力を発揮しましょう！
会場：関戸公民館

3月7日（水） １０時～１２時 ３０名

「合同就職面接会」
おおむね７社の企業が参加予定。履歴書を複数枚ご持参のうえご参加ください。
会場：関戸公民館

3月7日（水）

１３時３０分～
１６時３０分
（※受付締切
１５時３０分）
入退場自由

予約
不要

「自分を活かす！
再就職対策講座」

高年齢者を取り巻く労働市場の現状と人材ニーズの分析、採用担当者に評価される応
募書類の書き方、自分を上手に表現できる面接の受け方等、就職活動のノウハウをわ
かりやすく解説します。

3月２１日（水） １３時３０分～
１６時３０分 ５０名

団塊及びシニア向けセミ
ナー
「定年退職後の働き方を
考える」

キャリアプランの考え方、再就職活動のポイント、年金制度、就職時に知って役立つ雇
用保険等について解説します。 3月9日（金） １３時１５分～

１６時４５分 ５０名

企業の
人事・
採用担
当者、
経営者

中小企業のための人材戦
略セミナー
「社員定着で組織活性化
をねらうセミナー」～社員
定着率UPが企業評価・
生産性をUPさせる～

社員定着を図り、もっと働きたい・もっと貢献したいという組織活性化をねらうセミナー
です。風通しが良く、社員が生き生きと仕事ができる職場作りのためのコミュニケー
ション手法・人間関係構築ノウハウを分かりやすく紹介します。ありがちな精神論ではな
く、具体的な手法をお伝えします。

3月7日（水） １３時３０分～１６時 ４０名

対象者 セミナー名 内 容 日 時 定員
２０１２年
3月卒業
予定及び
既卒3年
以内

＜新卒向け＞
就活1DAYセミナー

業界研究、企業の探し方から、志望動機や応募書類を作成するうえで重要な
ポイント、面接実践練習までを、少人数制で1日かけて丁寧に指導します！ 3月1日（木） １０時～１７時 ４０名

＜新卒向け＞
模擬面接セミナー

本番を意識した緊張感のある模擬面接を実施。複数の講師が少人数グルー
プで行う為、個別に厳しく、しっかりアドバイスします。 3月２６日（月） １０時～１３時 ３０名

３４歳以下
及び２０１２
年3月卒
業予定の
学生

合同就職面接会
複数企業の採用担当者と面接ができます。履歴書を複数枚ご持参ください。
なお、参加にあたっては、東京しごとセンターへの登録が必要です（当日登録
可）。

3月9日（金）
１３時３０分～１６時３０分
（※受付締切１６時）
入退場自由

予約
不要

３４歳以下
で入社後
概ね3年
以内の方

若手社会人のための
ビジネス力アップ講
座～課題発見・解決
力編～

仕事をしていく上で課題を発見し、解決していく事は、自己の成長を促すとと
もに組織や企業の発展にも繋がります。このセミナーでは、PDCAサイクルを
使いながら自ら主体的に動き、業務を改善していく力を学びます。

3月１０日（土） １３時～１６時 ３０名

３４歳
以下

対人コミュニ
ケーション力講座

言語・非言語によるコミュニケーション等、対人関係の苦手意識を克服するノ
ウハウを学びます。 3月2日（金） １０時～１３時 ２０名

ビジネスマナー 就職後も役立つビジネスマナーについて、講義やロールプレイングを通して
学びます。 3月2日（金） １４時～１７時 ２０名

ジョブパーティー！
WEEK

就職活動セミナーと企業担当者とのコミュニケーションイベントがセットに
なった2日間連続の講座。面接とは異なり、気軽な気持ちで参加できます。 3月6日（火）・7日（水）

6日：１０時～１７時
7日：9時３０分～

１６時３０分
４０名

面接対策直前
セミナー

面接直前の方、面接が苦手と思っている方に、絶対に押さえておくべきポイン
トを実践的に学ぶ模擬面接セミナーです。 3月8日（木） １４時～１６時 ４０名

就活倶楽部
～総合的に就活が
わかる2日間～

就職の必須要素を2日間でマスター。
1日目「就活スタート＆自己分析」「しごと研究＆求人検索」
2日目「人事が喜ぶ応募書類作成講座」「面接トーク＆マナー」

�3月１３日（火）・１４日（水）
�3月２７日（火）・２８日（水） 各１０時～１７時 各

１８名

就活コンテンツ
使い分け講座

情報収集・コミュニケーション方法等さまざまなコンテンツの有効な使い分
けや、就職活動に関する知識や役立つスキルを学ぶセミナーです。 3月１５日（木） １０時～１７時 ４０名

SPI筆記試験対策
基本講座

入社試験におけるポピュラーな筆記試験SPIについて、基本的な部分から学
び、解き方を解説していきます。 3月１６日（金） １０時～１３時 １５名

自己理解 1日集中講座。自己分析を徹底的に行います。 3月１９日（月） １０時～１７時 ２０名
就活スキルアップ
実践講座

職業人意識（キャリアデザイン）、コミュニケーション能力、ビジネスマナー等
をレベルアップさせる、ロールプレイングを中心とした実践的なセミナーです。 3月２１日（水）・２２日（木） １０時～１７時 ２０名

模擬面接 きつい面接にも強くなる。自分らしさを伝える力が身につく。一日完結面接セ
ミナーです。 3月２３日（金） １１時～１７時 １５名

しごと研究 企業研究のための情報収集及び分析するノウハウを学びます。 3月２４日（土） １１時～１６時 ２０名

※上記セミナーの応募方法・問い合わせ先：電話にて申込みを受け付けます。ヤングコーナー
０３―５２１１―２８５１

対象者 セミナー名 内 容 日 時 定員 応募方法・問い合わせ先

３０～
５４歳

求職活動支援セミナー
～ロールプレイで学ぶ～
「コミュニケーション
スキルアップ」

「コミュニケーションスキル」を重視する企業が増え
ています。面接ではどのような点でコミュニケー
ションスキルを判断されるのでしょうか。また新しい
職場にスムーズに溶け込む為に、どのようなことに
気をつければ良いのでしょうか。ロールプレイを交
えてそのポイントをご説明します。

3月１２日（月）１３時３０分～１５時３０分
１００
名
電話にて申し込みを受け付けます。
ミドルコーナー

０３―５２１１―２８０３

５５歳
以上

高年齢者のための就職支援講習
「ビル清掃スタッフ（夜間）」

オフィスの床や壁面をクリーニングするための器具
の取扱いと清掃法を学びます。

5月7日（月）～
5月２１日（月）
（全１１日間）

１７時３０分～
２０時３０分 ２０名

3月２０日（火）消印有効
往復はがきに講習名・郵便番号・住所
・氏名（ふりがな）・生年月日・年齢・電
話番号を書き、郵送してください。
（郵送・問い合わせ先）東京しごと財
団能力開発係 
０３―５２１１―２３２７
〒１０２―００７２ 千代田区飯田橋３―１０―３

高年齢者のための就職支援講習
「ケアスタッフ（ヘルパー2級）」

訪問介護員として一般の家庭で働く上での注意点、
生活援助や基本介護技術を学びます（ホームヘル
パー2級課程）。

4月２４日（火）～
7月１１日（水）
（全３０日間）

９時００分～
１７時３０分 ３０名
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